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当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2019年11月7日から2025年3月21日

運 用 方 針

わが国の金融商品取引所に上場されている
株式に直接投資するとともに、明治安田高
配当サステナビリティ日本株マザーファン
ドを通じて実質的に投資することにより、
信託財産の中長期的な成長を目指して運用
を行います。

主要運用対象

八十二　信州
応 援 日 本 株
フ ァ ン ド

信州関連株式および明治安
田高配当サステナビリティ
日本株マザーファンドを主
要投資対象とします。

明 治 安 田
高配当サステナ
ビリティ日本株
マザーファンド

わが国の金融商品取引所に
上場されている株式を主要
対象とします。

組 入 制 限

八十二　信州
応 援 日 本 株
フ ァ ン ド

株式への実質投資割合に
は、制限を設けません。
外貨建資産への実質投資割
合は、信託財産の純資産総
額の20％以下とします。

明 治 安 田
高配当サステナ
ビリティ日本株
マザーファンド

株式への投資割合には、制
限を設けません。
外貨建資産への投資割合
は、信託財産の純資産総額
の20％以下とします。

分 配 方 針

年1回（毎年7月25日。休業日の場合は翌営
業日）決算を行い、原則として以下の方針
に基づいて、収益の分配を行います。
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当収入と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。

②収益分配金額は、委託者が基準価額水準
等を勘案して決定します。ただし、必ず
分配を行うものではありません。

③収益分配にあてず信託財産内に留保した
利益については、運用の基本方針に基づ
き、元本部分と同一の運用を行います。

八 十 二 　 信 州 応 援

日 本 株 フ ァ ン ド

愛称：がんばれ信州

運 用 報 告 書 (全体版)

第 3 期
（決算日　2022年7月25日）

受益者のみなさまへ

　平素は「八十二　信州応援日本株ファンド」にご投

資いただき、厚くお礼申し上げます。

　さて、当ファンドは、第3期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況につきましてご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し

上げます。
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八十二　信州応援日本株ファンド

◎設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株 式
組 入
比 率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(参考指数) 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
(設定日)2019年11月 7日 10,000 － － 1,694.45 － － 305

(第 1 期)2020年 7月27日 9,192 0 △ 8.1 1,576.69 △ 6.9 95.6 687

(第 2 期)2021年 7月26日 11,453 300 27.9 1,925.62 22.1 95.9 766

(第 3 期)2022年 7月25日 12,641 300 13.0 1,943.21 0.9 95.5 1,047

(注1)基準価額の騰落率は分配金込みです。

(注2)当ファンドは親投資信託も組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率も含みます。

(注3)設定日の基準価額は、設定時の価額です。

(注4)設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。

(注5)当ファンドは、信州関連株式および明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンドを主要投資対象とします。特定の指数を上

回るまたは連動をめざした運用を行っていないため、また、同様のユニバースから構成される適切な指数がないため、ベンチマークは

設定しておりません。

(注6)東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)は、株式会社ＪＰＸ総研が算出する株価指数であり、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象

としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出されます。ＴＯＰＩＸに関する著

作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

(注7)設定日の参考指数は設定日前日の値を用いております。

◎当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株 式 組 入

比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％
(期　首)2021年 7月26日 11,453 － 1,925.62 － 95.9

7月末 11,302 △ 1.3 1,901.08 △1.3 94.0

8月末 11,493 0.3 1,960.70 1.8 97.4

9月末 12,154 6.1 2,030.16 5.4 92.6

10月末 12,059 5.3 2,001.18 3.9 95.9

11月末 11,653 1.7 1,928.35 0.1 96.3

12月末 12,305 7.4 1,992.33 3.5 97.7

2022年 1月末 12,299 7.4 1,895.93 △1.5 96.1

2月末 12,313 7.5 1,886.93 △2.0 97.4

3月末 13,009 13.6 1,946.40 1.1 94.9

4月末 12,873 12.4 1,899.62 △1.4 95.9

5月末 12,957 13.1 1,912.67 △0.7 94.2

6月末 12,731 11.2 1,870.82 △2.8 96.3

(期　末)2022年 7月25日 12,941 13.0 1,943.21 0.9 95.5

(注1)期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。

(注2)当ファンドは親投資信託も組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率も含みます。
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運用経過の説明
基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は分配金実績があった場合、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

※分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

基準価額の主な変動要因
　ファンドの運用方針に従い、信州関連株式に直接投資するとともに明治安田高配当サステナビリ
ティ日本株マザーファンドを通じてわが国の株式に投資を行いました。投資対象資産の価格変動等
による基準価額の変動要因は以下の通りとなりました。

（上昇要因）
・2021年8月下旬から9月中旬にかけて、首相の事実上の退陣表明をきっかけに次期政権下で経済

対策に対する期待が広がり、国内株式相場が大幅に上昇したこと
・2022年3月中旬から下旬にかけては、円安ドル高の進行を受けて国内株式相場が急反発したこと

（下落要因）
・2022年2月中旬から3月上旬にかけて、ウクライナ情勢を巡る警戒感が広がり国内株式相場が下

落したこと

(円) (億円)
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第3期首(2021年7月26日)：11,453円
第3期末(2022年7月25日)：12,641円(既払分配金300円)
騰落率：13.0％(分配金再投資ベース)
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※参考指数は東証株価指数(TOPIX)
であり、期首の基準価額に合わせて
指数化しています。
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投資環境

　当期の国内株式相場は上昇しました。期首から8月中旬にかけてはレンジ内で弱含みとなった
後、9月中旬にかけては首相の事実上の退陣表明をきっかけに次期政権下で経済対策に対する期待
が広がり、大幅に上昇しました。その後は、世界的なインフレを背景とする金融引き締めの動きや
ウクライナ情勢を巡る警戒感が下押し材料となったものの、日銀による緩和的な金融政策の継続姿
勢や外国為替相場が円安傾向で推移したことに加えて、米国長期金利が上昇一服となり低下に転じ
たことに対する安心感に支えられ、底堅く推移しました。

当該投資信託のポートフォリオ

八十二　信州応援日本株ファンド
　期首の運用方針に基づき、信州関連株式に直接投資するとともに明治安田高配当サステナビリ
ティ日本株マザーファンドを組み入れた運用を行いました。信州関連株式の運用においては、信州
関連株式の中から、財務状況や流動性、バリュエーション等を考慮して銘柄選定を行いました。
　信州関連株式については、期首の37銘柄から期末においては35銘柄としました。当期は、同業他
社によるＴＯＢ（株式公開買い付け）が発表されたヘルスケアサービス会社に加えて、観光土産品
等の卸・小売会社については市場流動性を考慮し、全売却しました。
　また、信州関連株式とマザーファンドの配分比率はリスクコントロールの観点から投資対象銘柄
の時価総額や流動性を考慮して適宜変更しました。当期末における信州関連株式とマザーファンド
の配分比率はそれぞれ17.5％、79.1％としました。
　信州関連株式とマザーファンドがともに上昇したことが基準価額にプラスに寄与しました。

明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド
　期首の運用方針に基づき、わが国の金融商品取引所に上場されている株式（これに準ずるものを
含む）を主要投資対象とし、株式の組入比率を高位に維持しました。
　銘柄選定にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回り、配当や業績等の安定性が高いと判
断される銘柄を厳選し投資を行いました。
　当期は、期首の23銘柄から組入銘柄の見直しを行った結果、期末においても23銘柄となりまし
た。予想配当利回り、企業価値向上のサステナビリティ（持続可能性）を評価し、大塚商会、三菱
ＵＦＪフィナンシャル・グループを新規に組み入れた一方、大東建託、三井住友フィナンシャルグ
ループをすべて売却しました。
　個別銘柄では、配当や業績の安定性が評価され株価が上昇した東京海上ホールディングス、日本
電信電話、三菱商事などが基準価額にプラスに寄与した一方、エクシオグループ、大東建託、大塚
商会の株価がやや軟調でマイナスに影響しました。
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当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
　上記グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。当期の基準価額の騰落率
は＋13.0％となり、参考指数の騰落率は＋0.9％となりました。

分配金
・収益分配については、分配対象額の水準、基準価額水準等を勘案し、1万口当たり300円（税込

み）の分配を実施しました。
・収益分配にあてず信託財産内に留保した利益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判

断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

分配原資の内訳� (単位：円・％、1万口当たり、税引前)

項目 第3期
(2021年7月27日～2022年7月25日)

当期分配金 300
　 (対基準価額比率) 2.318

当期の収益 297
当期の収益以外 2

翌期繰越分配対象額 2,640
(注1)対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
(注2)当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

第3期
2022/7/25

※ファンドの騰落率は分配金込み

△10

0

10

20
(％)

基準価額 東証株価指数（TOPIX）

基準価額と参考指数の対比(騰落率)
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今後の運用方針

八十二　信州応援日本株ファンド
　引き続き、信州関連株式に直接投資するとともに明治安田高配当サステナビリティ日本株マザー
ファンドを組み入れた運用を行います。信州関連株式の運用においては、信州関連株式の中から財
務状況や流動性、バリュエーション等を考慮して銘柄を選定します。また、信州関連株式とマザー
ファンドの配分比率はリスクコントロールの観点から投資対象銘柄の時価総額や流動性等を考慮し
て適宜変更します。

明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド
　引き続き、わが国の金融商品取引所に上場されている株式（これに準ずるものを含む）を主要投
資対象とし、株式の組入比率を高位に維持する方針です。
　銘柄選定にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回り、配当や業績等の安定性が高いと判
断される銘柄を厳選し投資を行います。
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八十二　信州応援日本株ファンド

◎1万口当たりの費用明細

項目

当期

項目の概要2021年7月27日～2022年7月25日

金額 比率

(a) 信託報酬 179円 1.459％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×期末の信託報酬率

※期中の平均基準価額は12,262円です。

(投信会社) ( 81) (0.658) ファンドの運用、基準価額の算出、法定書類の作成等の対価

(販売会社) ( 94) (0.768) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン

ドの管理等の対価

(受託会社) (　4) (0.033) ファンド財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) 売買委託手数料 5 0.038 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

(株式) (　5) (0.038) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

(c) その他費用 1 0.011 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

(監査費用) (　1) (0.006) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

(その他) (　1) (0.005) 信託事務の処理等に要する諸費用、信託財産に関する租税等

合計 185 1.508

(注1)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対

応するものを含みます。

(注2)消費税は報告日の税率を採用しています。

(注3)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

(注4)各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第3位未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を乗じた数で除した総
経費率（年率）は1.47％です。

(注)費用は、1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
(注)各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
(注)各比率は、年率換算した値です。
(注)上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異な
ります。

運用管理費用
（投信会社）

0.66％
運用管理費用
（販売会社）

0.77％

運用管理費用
（受託会社）

0.03％

その他費用
0.01％

総経費率
1.47％
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八十二　信州応援日本株ファンド

◎売買及び取引の状況(2021年7月27日～2022年7月25日)
○株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国　

内

千株 千円 千株 千円

上 場 　94 83,376 45 51,389
(△ 3) (　　－)

(注1)金額は受渡し代金。

(注2)単位未満は切り捨て。

(注3)(　)内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

◎株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 134,765千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 173,070千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 0.77

(注)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

◎利害関係人との取引状況等(2021年7月27日～2022年7月25日)
　期中の利害関係人との取引はございません。
(注)利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。

○親投資信託の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド 121,141 226,500 55,094 103,000

(注)単位未満は切り捨て。

項 目
当 期

明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,785,707千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 9,413,175千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 0.61

(注)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
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銘 柄
期 首 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水 産 ・ 農 林 業 ( 3.2％)

ホ ク ト 1.6 3 5,787

建 設 業 (13.2％)

ヤ マ ウ ラ 4.1 6.3 6,041

守 谷 商 会 1.5 2.7 6,993

北 野 建 設 1.3 2.5 5,332

インフロニア・ホールディングス － 6 5,898

食 料 品 ( 1.4％)

旭 松 食 品 1.6 1.2 2,661

医 薬 品 ( 4.2％)

キ ッ セ イ 薬 品 工 業 1.5 2.5 7,700

金 属 製 品 ( 2.6％)

エ ム ケ ー 精 工 10.8 13.8 4,816

機 械 ( 7.0％)

前 田 製 作 所 7.5 － －

日精エー・エス・ビー機械 1.2 1.1 3,850

日 精 樹 脂 工 業 4.2 4.1 3,796

竹 内 製 作 所 1.8 2.1 5,233

電 気 機 器 (28.9％)

ミ ネ ベ ア ミ ツ ミ 1.9 1.8 4,302

ミマキエンジニアリング 8.9 7.3 4,146

セ イ コ ー エ プ ソ ン 2.8 3 6,126

鈴 木 5 6 4,800

日 置 電 機 1 0.8 5,056

キ ョ ウ デ ン 11.6 16.1 9,160

岡 谷 電 機 産 業 11.4 15 3,660

サ ン コ ー 7.8 11.2 5,196

新 光 電 気 工 業 2 1.4 4,788

Ｋ Ｏ Ａ 3.4 3.4 5,749

銘 柄
期 首 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
精 密 機 器 ( 3.5％)

長 野 計 器 3.5 5.5 6,396

そ の 他 製 品 ( 3.9％)

タ カ ノ 4.8 8.4 7,165

情 報 ・ 通 信 業 ( 3.0％)

電 算 1.6 2.5 5,520

卸 売 業 ( 4.3％)

高 見 澤 0.9 1.2 2,472

サ ン リ ン 2.3 3.7 2,479

タ カ チ ホ 1.3 － －

マ ル イ チ 産 商 1.5 2.7 2,924

小 売 業 ( 3.4％)

綿 半 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 3.5 4.2 6,153

銀 行 業 ( 8.1％)

八 十 二 銀 行 8.3 16.1 8,017

長 野 銀 行 3.1 5.2 6,765

サ ー ビ ス 業 (13.3％)

イ ナ リ サ ー チ 4.8 － －

シ ー テ ィ ー エ ス 4.1 7 5,880

日 本 ス キ ー 場 開 発 2.2 4.2 2,898

エ ラ ン 3.8 4.7 5,155

土 木 管 理 総 合 試 験 所 9 14.6 4,774

共 和 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 9.2 11.5 5,750

合 計
株 数 ・ 金 額 156 202 183,446

銘 柄 数 < 比 率 > 37 35 <17.5％>

(注1)銘柄欄の(　)内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

(注2)評価額欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

(注3)評価額の単位未満は切り捨て。

(注4)－印は組み入れなし。

◎組入資産明細表
○国内株式

上場株式

○親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド 353,703 419,751 827,875

(注1)口数・評価額の単位未満は切り捨て。

(注2)明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド全体の当期末受益権口数は(5,252,701千口)です。
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◎資産、負債、元本及び基準価額の状況
2022年7月25日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 1,081,519,717円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 69,377,799

株 式(評価額) 183,446,200

明治安田高配当サステナビリティ
日本株マザーファンド(評価額)

827,875,281

未 収 入 金 526,137

未 収 配 当 金 294,300

(B) 負 債 34,289,429

未 払 収 益 分 配 金 24,853,318

未 払 解 約 金 2,602,800

未 払 信 託 報 酬 6,804,173

そ の 他 未 払 費 用 29,138

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,047,230,288

元 本 828,443,962

次 期 繰 越 損 益 金 218,786,326

(D) 受 益 権 総 口 数 828,443,962口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,641円

◎損益の状況 自　2021年7月27日
至　2022年7月25日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 4,627,977円

受 取 配 当 金 4,627,824

そ の 他 収 益 金 153

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 101,915,078

売 買 益 128,834,558

売 買 損 △ 26,919,480

(C) 信 託 報 酬 等 △ 12,977,462

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 93,565,593

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 78,763,441

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 71,310,610

(配 当 等 相 当 額) (　 43,515,344)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 27,795,266)

(G) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 243,639,644

(H) 収 益 分 配 金 △ 24,853,318

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 218,786,326

追 加 信 託 差 損 益 金 71,310,610

(配 当 等 相 当 額) (　 44,175,681)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 27,134,929)

分 配 準 備 積 立 金 147,475,716

(注1)当ファンドの期首元本額は669,367,262円、期中追加設定元本額は302,486,099円、期中一部解約元本額は143,409,399円です。

(注2)1口当たり純資産額は1.2641円です。

(注3)損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

(注4)損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬等に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

(注5)損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

(注6)計算期間末における費用控除後の配当等収益(24,611,955円)、費用控除後の有価証券等損益額(68,953,638円)、信託約款に規定する収

益調整金(71,310,610円)および分配準備積立金(78,763,441円)より分配対象収益は243,639,644円(10,000口当たり2,940円)であり、う

ち24,853,318円(10,000口当たり300円)を分配金額としております。

◎投資信託財産の構成� 2022年7月25日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 183,446 17.0

明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド 827,875 76.5

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 70,198 6.5

投 資 信 託 財 産 総 額 1,081,519 100.0

(注)評価額の単位未満は切り捨て。
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◎収益分配金のお知らせ

1万口当たりの分配金(税込み) 300円

※分配金をお支払いする場合

分配金は、決算日から起算して5営業日までにお支払いを開始しております。

※分配金を再投資する場合

お手取り分配金は、決算日現在の基準価額に基づいてみなさまの口座に繰入れて再投資いたしました。

課税上の取扱いについて

○分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、普通分配金と元本払戻金（特別分

配金）に分かれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となりま

す。また、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別

分配金）、残りの部分が普通分配金となります。

○元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元

本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

○課税上の取扱いの詳細については、税務署等にお問い合わせください。
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明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド

明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド

運用報告書

第6期

（決算日　2022年7月25日）

「明治安田高配当サステナビリティ日本株マザーファンド」は、2022年7月25日に第6期決算を

行いました。

　以下、当マザーファンドの第6期の運用状況をご報告申し上げます。

当マザーファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針
わが国の金融商品取引所に上場されている株式に投資することによ

り、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の金融商品取引所に上場されている株式を主要対象とします。

組 入 制 限
株式への投資割合には、制限を設けません。

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の20％以下とします。
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◎最近5期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株 式
組 入
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
(参考指数) 期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
(第 2期)2018年7月25日 13,437 9.2 1,753.48 8.4 99.2 1,694

(第 3 期)2019年7月25日 12,620 △ 6.1 1,577.85 △10.0 99.4 4,070

(第 4 期)2020年7月27日 12,746 1.0 1,576.69 △ 0.1 99.2 6,474

(第 5 期)2021年7月26日 16,712 31.1 1,925.62 22.1 99.0 8,572

(第 6 期)2022年7月25日 19,723 18.0 1,943.21 0.9 98.6 10,359

(注1)当ファンドは、予想配当利回りが市場平均を上回り、配当や業績等の安定性が高いと判断される銘柄を厳選し投資を行います。ファン

ドの運用方針に合った適切な指数が存在しないため、ベンチマークは設定しておりません。

(注2)東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)は、株式会社ＪＰＸ総研が算出する株価指数であり、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象

としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出されます。ＴＯＰＩＸに関する著

作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

◎当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株 式 組 入

比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％
(期　首)2021年 7月26日 16,712 － 1,925.62 － 99.0

7月末 16,455 △ 1.5 1,901.08 △1.3 98.9

8月末 16,854 0.8 1,960.70 1.8 98.9

9月末 17,921 7.2 2,030.16 5.4 97.7

10月末 17,790 6.5 2,001.18 3.9 97.8

11月末 17,076 2.2 1,928.35 0.1 97.7

12月末 18,166 8.7 1,992.33 3.5 99.1

2022年 1月末 18,464 10.5 1,895.93 △1.5 98.9

2月末 18,526 10.9 1,886.93 △2.0 98.8

3月末 19,794 18.4 1,946.40 1.1 97.6

4月末 19,620 17.4 1,899.62 △1.4 97.7

5月末 19,793 18.4 1,912.67 △0.7 97.8

6月末 19,405 16.1 1,870.82 △2.8 98.6

(期　末)2022年 7月25日 19,723 18.0 1,943.21 0.9 98.6

(注)騰落率は期首比です。
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◎当期中の運用経過と今後の運用方針(2021年7月27日～2022年7月25日)

1 基準価額
基準価額の推移と主な変動要因

　基準価額は期首16,712円で始まり期末19,723

円で終わりました。騰落率は＋18.0％でした。

　基準価額の主な変動要因は以下の通りです。

（上昇要因）

　配当や業績の安定性が評価され株価が上昇し

た東京海上ホールディングス、日本電信電話、

三菱商事などがプラスに寄与したこと

（下落要因）

　エクシオグループ、大東建託、大塚商会の株

価がやや軟調でマイナスに影響したこと

2 運用経過
運用概況
　期首の運用方針に基づき、わが国の金融商品

取引所に上場されている株式（これに準ずるも

のを含む）を主要投資対象とし、株式の組入比

率を高位に維持しました。

　銘柄選定にあたっては、予想配当利回りが市

場平均を上回り、配当や業績等の安定性が高い

と判断される銘柄を厳選し投資を行いました。

　当期は、期首の23銘柄から組入銘柄の見直し

を行った結果、期末においても23銘柄となりま

した。予想配当利回り、企業価値向上のサステ

ナビリティ（持続可能性）を評価し、大塚商会、

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループを新規に

組み入れた一方、大東建託、三井住友フィナン

シャルグループをすべて売却しました。

3 今後の運用方針
　引き続き、わが国の金融商品取引所に上場さ

れている株式（これに準ずるものを含む）を主

要投資対象とし、株式の組入比率を高位に維持

する方針です。

　銘柄選定にあたっては、予想配当利回りが市

場平均を上回り、配当や業績等の安定性が高い

と判断される銘柄を厳選し投資を行います。

※参考指数は東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)であり、期首の基準価額に

合わせて指数化しております。

(年/月)
2021/7 8 9 10 11 12 2022/1 2 3 4 765

15,000

16,000

18,000

17,000

20,000

19,000

21,000
(円)

基準価額 参考指数

当期の基準価額の推移
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◎売買及び取引の状況(2021年7月27日～2022年7月25日)
○株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国　

内

千株 千円 千株 千円

上 場 1,302 3,105,599 781 2,680,107
(　214) （　　　 －）

(注1)金額は受渡し代金。

(注2)単位未満は切り捨て。

(注3)(　)内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

◎株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,785,707千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 9,413,175千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 0.61

(注)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

◎1万口当たりの費用明細

項目

当期

項目の概要2021年7月27日～2022年7月25日

金額 比率

(a) 売買委託手数料 5円 0.025％ (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

(株式) (5) (0.025) ※期中の平均基準価額は18,322円です。

(b) その他費用 0 0.001 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

(その他) (0) (0.001) 信託事務の処理に要する諸費用、信託財産に関する租税等

合計 5 0.026

(注1)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。

(注2)各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

(注3)各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第3位未満は四捨五入してあります。
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◎組入資産明細表
○国内株式

上場株式

◎利害関係人との取引状況等(2021年7月27日～2022年7月25日)
　期中の利害関係人との取引はございません。
 (注)利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。

銘 柄
期 首 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円

建 設 業 (11.2％)

大 東 建 託 15.9 － －

大 和 ハ ウ ス 工 業 144.8 152.8 502,253

積 水 ハ ウ ス 162.8 184.7 450,760

エ ク シ オ グ ル ー プ 84.8 89.4 197,305

医 薬 品 ( 9.3％)

武 田 薬 品 工 業 88.9 93.7 374,893

ア ス テ ラ ス 製 薬 254.9 268.8 575,232

ゴ ム 製 品 ( 5.2％)

ブ リ ヂ ス ト ン 96.9 102.3 528,584

電 気 機 器 ( 8.7％)

キ ヤ ノ ン 100.2 105.7 342,785

東 京 エ レ ク ト ロ ン 12 12.1 544,742

輸 送 用 機 器 ( 6.1％)

ト ヨ タ 自 動 車 54.5 287.9 623,591

情 報 ・ 通 信 業 (13.1％)

大 塚 商 会 － 51.7 214,813

日 本 電 信 電 話 142.4 150.2 583,827

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 112.2 122.8 544,740

卸 売 業 (17.2％)

伊 藤 忠 商 事 156.4 165 638,055

三 井 物 産 179 188.9 551,493

三 菱 商 事 135.1 142.8 563,917

銘 柄
期 首 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
小 売 業 ( 2.5％)

ケーズホールディングス 112.3 177.2 251,092

銀 行 業 ( 4.7％)

あ お ぞ ら 銀 行 74.3 78.4 218,579

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ － 351.1 258,304

三井住友フィナンシャルグループ 112.9 － －

保 険 業 (13.7％)

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス 112.2 129.5 561,900

東京海上ホールディングス 63.9 71.8 558,891

Ｔ＆Ｄホールディングス 176.5 186.1 280,824

そ の 他 金 融 業 ( 2.4％)

オ リ ッ ク ス 102 107.7 247,871

不 動 産 業 ( 5.9％)

野村不動産ホールディングス 177.9 187.7 605,332

合 計
株 数 ・ 金 額 2,672 3,408 10,219,792

銘 柄 数 < 比 率 > 23 23 <98.6％>

(注1)銘柄欄の(　)内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

(注2)評価額欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

(注3)評価額の単位未満は切り捨て。

(注4)－印は組み入れなし。
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◎投資信託財産の構成� 2022年7月25日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 10,219,792 98.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 140,149 1.4

投 資 信 託 財 産 総 額 10,359,941 100.0

(注)評価額の単位未満は切り捨て。

◎資産、負債、元本及び基準価額の状況
2022年7月25日現在

項 目 当 期 末

円

(A) 資 産 10,359,941,445

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 122,792,325

株 式(評価額) 10,219,792,020

未 収 配 当 金 17,357,100

(B) 負 債 9,017

そ の 他 未 払 費 用 9,017

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 10,359,932,428

元 本 5,252,701,352

次 期 繰 越 損 益 金 5,107,231,076

(D) 受 益 権 総 口 数 5,252,701,352口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,723円

(注1)当親ファンドの期首元本額は5,129,519,215円、期中追加設定元本額は1,264,261,833円、期中一部解約元本額は1,141,079,696円です。

(注2)当親ファンドの当期末元本の内訳は、にいがた未来応援日本株ファンド4,610,601,236円、八十二　信州応援日本株ファンド

419,751,195円、明治安田高配当サステナブルESG日本株ファンド(適格機関投資家私募)222,348,921円です。

(注3)1口当たり純資産額は1.9723円です。

(注4)損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

(注5)損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬等に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

(注6)損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

(注7)損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

◎損益の状況 自　2021年7月27日
至　2022年7月25日

項 目 当 期

円

(A) 配 当 等 収 益 332,466,546

受 取 配 当 金 332,463,960

そ の 他 収 益 金 2,586

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,305,745,588

売 買 益 1,424,604,096

売 買 損 △　118,858,508

(C) 信 託 報 酬 等 △　　　127,332

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,638,084,802

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 3,442,982,647

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,074,198,167

(G) 解 約 差 損 益 金 △1,048,034,540

(H) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 5,107,231,076

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 5,107,231,076


